
令和６年９月定例会 一般質問発言通告一覧 
令和６年９月１０日  

【一般質問】 

令和６年９月１０日（火）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

１ 
中 島 祐 子 

（みらいのあやべ）

環境 
 〇 ＰＦＡＳ流出対策の取組状況と今後について 

・ 京都府により８月に実施された水質検査結果についての市の見解 
 は 
・ 小貝橋より上流の犀川、天野川の水質検査も実施すべきでは 
・ 環境省訪問の結果は 
・ 国立環境研究所の分析結果とアドバイスは 
・ 今後の発生源対策は 
・ 水道未普及地における飲用井戸等水質検査補助の対象にＰＦＡＳ

を含めるべきでは 
 

福祉 
〇 地域共生社会の実現と重度訪問介護の充実について 

・ 重度訪問介護とは 
・ 市内での利用状況やサービス提供体制は 
・ 地域共生社会実現のため市の方針は 
・ 重度訪問介護について、福祉関係者や市民へ知ってもらう取組を 

 
子育て・保健 

〇 子育て支援医療費の拡充について 
・ 府内市町村の取組状況は 
・ 本年４月から拡充された高校生入院助成の利用状況は 
・ 高校生の外来も医療費助成の対象に 
・ マイナ保険証との一元化に向けたシステム整備は 
 

２ 
渡 辺 弘 造 

（創政会） 

社会 

○ 人口減少問題と子育て支援について 
・ あやべ市民新聞報道に対する見解と昨年の出生数は 
・ 本市の子どもの数、人口に占める割合は 
・ 本市の合計特殊出生率は 
・ 健康こども部発足６か月の子ども政策の実績と今後の方針は 
・ 人口戦略会議の発表に対する見解は 

 
農業 

○ 地域計画について 
・ 地域計画策定にいたる理由は 
・ 担い手への農地集積現状は 
・ 地域計画策定担当職員の数と現在の策定状況は 
・ ３年後の策定になった理由は 
・ ３年後の状況は 
・ ３年後の策定では目的にそぐわないのでは 



・ 計画策定が難しい時の対策は 
・ 地域計画の本来の目的は 
・ 高齢化による農業者の減少に対する考えは 
・ 食料供給困難事態対策法に対する考えと国内自給に対する見解は 

 

３ 
柳 原 秀 一 

（創政会） 

保健推進 
○ 綾部市立病院の経営改善について 
・ 令和５年度病院事業会計決算の見込みは 
・ 病院経営の専門知識と見識を持つ経営コンサルタントによる外 

部から見た経営分析の結果は 
・ 経営改善策の検討状況は 

  ・ 市立病院の目指すべき方向性は 
 
環境 

○ 高齢者等ごみ出し支援戸別収集事業の進捗状況について 
・ 利用者の状況は 
・ 事業の周知状況は 
・ 対象要件が厳しいのでは 
・ ホームヘルプサービスとの連携は 
・ 利用者増加のための改善策は 
 

４ 
吉 崎 篤 子 

（日本共産党） 

商工業 

○ 中小企業の支援について 
・ 市内企業の景気の動向は 
・ 資材高騰の中、事業者支援は 
・ 賃上げの実態・最低賃金保障のための支援策は 
・ 新規採用者の人材確保は 
・ 採用者への技術向上・奨学金返済・住宅確保の支援を 

〇 地域経済振興条例について 
・ 綾部市のものづくりの継承発展のために制定を 

 
くらし 

〇 物価高騰等に対する支援について 
・ 新型コロナウイルス感染症や物価高騰に伴う特別給付金の経過と

令和６年度は 
・ 酷暑の中でのとりわけ高齢者への電気代の支援を   
・ 高校生までの通院費の助成拡充・未就学児の国保料の均等割免除・

給食費の無償化を 
 

農業 

 〇 米不足と高温対策について 
・ 米不足の原因は 
・ 今夏の高温における農作物の対策・支援は 

〇 地域農業維持のための対策について 
・ 高齢化のもとで農業・農村の維持は 
・ 「地域計画」の概要と進捗は 
・ 「食料・農業・農村基本法」の改正と地域農業の維持は 

 

 



５ 
藤 岡 康 治 

（民政会） 

福祉 

 〇 視覚障害者のサポートについて 
  ・ 視覚障害者数は 

  ・ 障害の程度によってのサポートは 

・ ガイドヘルパーの人数は。また待遇や同行援護の利用実態は 

・ ガイドヘルパーを増やすための施策は 

・ 市民が優しくサポート出来るような知識の向上を 

・ 朗読ボランティア団体の活動状況は。また、図書館にある音訳ス

ペースの利用は  

・ 図書館の点字やＤＡＩＳＹ図書の蔵書数は 

・ ＦＭいかるのＤＡＩＳＹを使用した録音について 
  

〇 視覚障害者の選挙投票について 
・ 投票に不便はないか、現状は。点字投票または代理投票について

はどうか 
 

〇 バリアフリーについて 
  ・ 綾部市の公共機関（綾部駅・踏切・駅南北バス停・市役所）の視

覚障害者に対する誘導案内や点字ブロックなどの設置状況と市役所

での荷物等による妨げの有無は 

  ・ 視覚障害者の移動手段について 
  ・ 盲導犬ユーザーの公共施設利用や店の利用に対し市民啓発や情報

提供は 

 
〇 緊急時に対する視覚障害者のサポートについて 

  ・ ＩＴ機器の使用に関する操作に対し支援は 

・ 地震や災害の際に避難・連絡・ケアのマニュアルは出来ているか 
  
 

 

 

 



【一般質問】 

令和６年９月１１日（水）午前９時３０分から（発言者４人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

６ 
塚 﨑 泰 史 

（日本共産党） 

子どもの貧困 
 ○ 現状ともたらす影響について 
  ・ 子どもの貧困について本市の見解は 

・ 子どもの貧困の現状と及ぼす影響は 
〇 貧困対策と本市の果たす役割について 

  ・ 本市の子どもの貧困対策の現状と課題は 
・ 早期発見と早期支援、地域の力を対策に繋ぐコーディネーター役

を期待するが、考えは 
〇 貧困の連鎖を断つための支援について 

  ・ 「子どもの貧困対策の推進に関する法律」が大幅改正された。貧

困解消への本市の対応は 
・ 虫歯放置・口腔崩壊を防ぐために、歯科受診の環境改善を 
・ 大学と連携し学習支援事業（「わくわく未来塾」「地域未来塾」）の

充実を 
・ 子ども食堂等の活動への支援・連携強化を 
・ 子どもの生活実態調査を行う考えは 

 
生活困窮 
○ 生活困窮者の早期的な支援について 
・ 令和５年１０月に発生した経済的事由による手遅れ死亡事例の 

経過は 
・ 生活困窮者自立相談支援事業の近年の動向は 
・ 無料低額診療事業の周知と実施の考えは 
・ 国民健康保険法第４４条に係る医療費の窓口一部負担金減免制度

の運用状況と周知は 
 
蚕業遺産 
 〇 蚕業遺産の新たな価値と可能性について 

・ 蚕都あやべの歴史と育んできたものは 
・ 本市におけるこれまでの蚕業遺産を活用した取組は 
・ 「心の原風景」として残る市民の養蚕の記憶と体験を、本市の魅

力として活かす考えは 
・ 養蚕を市民に親しまれてきた文化として捉え、次世代へ継承する

考えは 
・ おかいこさんと市民の交流を、福祉等の観点で取り組む活動への

支援は 
・ 養蚕に新たな価値を見出し、活動している市民・団体との懇談の 
場を 

 

７ 
酒 井 裕 史 

（民政会） 

防災 

 ○ 巨大地震への備えについて 
・ 「南海トラフ地震臨時情報」発表時の本市の対応について 
・ 「あやテラス」の避難所指定について 

 



福祉 
〇 透明アクリルパネル「レルクリア」と手話言語の国際デー「ブルー

ライトアップ」について 
・ 「レルクリア」の利用状況について 
・ 「レルクリア」の設置場所の今後について 
・ 「ブルーライトアップ」の実施内容について 

 

８ 
井 田 佳代子 

（日本共産党） 

福祉 

〇 福祉労働者の人材確保について 
・ 介護保険法上の市の役割は   
・ 市内居宅介護支援事業所やケアマネジャーの人数など推移は 
・ 地域包括ケアを目指しているが現状は 
・ 介護職員不足の現状をどう見ているのか 
・ 障害福祉サービスは必要な人に必要な量が行き届いているのか 

・ 障害者、家族の願いであるヘルプとショートステイの市内状況は 

・ 障害者福祉サービスの職員不足の現状をどうみているのか 
 

防災 

○ 地震の市民の備えについて 
・ 地震に対する備えについて市民への啓発は 
・ 自主防災組織育成事業費補助金の利用状況は 

〇 個別避難計画について 
・ 個別避難計画の進捗は 

 

９ 
渡 辺 小百合 

（公明党） 

防災 
〇 気象防災アドバイザーについて 
・ 気象状況把握方法と災害警戒本部設置の条件は 
・ 警戒が必要な時、市民への周知啓発方法は 
・ 京都府における気象防災アドバイザーの委嘱状況は 
・ 本市における気象防災アドバイザー活用の考えは 

 
消防 
〇 プライバシーに配慮したＡＥＤ設置について 
・ 市内におけるＡＥＤの設置台数は 
・ 一般市民におけるＡＥＤの使用回数と、その結果からの考察は 
・ 近年の救命講習の状況は 
・ ＡＥＤの付属品として三角巾の導入、並びにプライバシーに配慮

したＡＥＤの使用方法を記載したリーフレットの配備の考えは 
 
障害者支援 
〇 手話通訳士・手話通訳者の重要性について 
・ 市内在住のろう者の人数と年齢構成は 
・ 庁内における手話通訳士・手話通訳者の資格を有する職員数と配

置場所、並びに仕事内容は 
・ 綾部市聴覚言語障害者支援センターの役割と設置通訳者の人数、

並びに対応件数は 
・ 市内の手話通訳者登録人数、派遣件数、並びに報償費用は 
・ 本市職員の手話通訳士・手話通訳者の育成状況及び必要性と重要

性について、本市の見解は 
・ ２０２５年デフリンピック開催についての考えは 



【一般質問】 

令和６年９月１２日（木）午前９時３０分から（発言者５人） 

順 質  問  者 質      問      事      項 

10 
梅 原 哲 史 

（創政会） 

社会福祉 

○ 綾部市再犯防止推進計画について 
  ・ 綾部市再犯防止推進計画とは 
  ・ 本市の再犯者率は 
  ・ 更生保護五団体の役割は 
  ・ 綾部市更生保護支援センターの設置場所は適切か 
 

子育て支援 

○ 放課後児童健全育成事業について 

・ 機構改革による効果はあったのか 
・ 令和６年４月１日時点での放課後学級の申請状況は 

  ・ 放課後の過ごし方に関するアンケート調査の実施は 

  ・ 放課後児童支援員の募集状況は 

  ・ 放課後児童健全育成事業の外部委託は 

 

社会教育 

 〇 こどもまんなか社会における公民館活動について 

  ・ こどもまんなか社会における公民館活動とは 

  ・ 地域と学校との協働における公民館の活動状況は 

  ・ 学校と地域社会の連携・協働についてのお考えは 

 

11 
種 清 喜 之 

（民政会） 

まちづくり 
 ○ 人口減少社会のまちづくりについて 

・ 人口減少社会におけるまちづくりの見解は 
〇 綾部駅周辺を中心とした賑わい創出について 
・ 綾部駅周辺を中心とする都市機能向上エリアのさらなる環境整備

について 
・ 市街地における住宅の需要と供給の状況は 
・ 綾部駅周辺の開発が期待できるエリアの容積率引き上げの考えは 

〇 持続的な産業支援について 
・ 市内企業の人材不足の現状と支援策は 
・ 省力化等の設備投資に対する補助制度と課題は 
・ ＥＣ（通販等）事業の実績は 
・ ＥＣ事業拡充の考えは 
・ 一次産業の重要性と可能性について 

 

防災 

〇 河川災害への早急な対応について 
・ 犀川の疎通能力調査の結果は 
・ 京都府及び本市の今後の対策は 

 



 

12 
後 藤  光 

（創政会） 

国際交流 
〇 多文化共生社会への取組について 

・ 市内在住の外国人数は 
・ 児童生徒乳幼児の人数は 
・ 技能実習生と特定技能実習生の人数は 
・ 多文化共生社会のまちづくりの推進について 

 

産業 

 〇 京都フードテック構想について 
・ 京都府への要望内容は 
・ あやべブランド創出への計画は 
・ 農業大学校の強化と連携について 
・ 市の土地の活用計画について 

 

13 

河 北 ひさ子 

（酪友会） 

  

環境 

〇 ごみ削減問題について 
・ ２０３０年に向けて燃えるごみ半減目標を掲げられている。目標

達成に向けて市の考えは 
〇 ポイ捨てごみ撲滅について 
・ ポイ捨てごみ撲滅に向けた方策は 

〇 脱炭素問題について 
・ ２０５０年の脱炭素社会を目指して、綾部市地球温暖化防止活動

推進員は、幼稚園児、小学生、高校生たちに出前講座をしている。

脱炭素社会に向けて市の取組は 
 

14 
片 岡 英 晃 

（民政会） 

教育 
〇 全国学力・学習状況調査の結果について 
・ 全国学力・学習状況調査の教科に関する調査の結果は 
・ 質問調査結果での特徴は 
・ それぞれを過去と比較し、どのように分析しているのか 
・ 児童生徒が確かな学力を身につけるための取組について、教育長

の考えは 
 
文化財 
〇 文化財の保護について 
・ 本市の指定等文化財の現状は 
・ 保護していくための支援は 
・ 各家庭に眠っている歴史資料をいかに保存していくか 

 
情報発信 
〇 あやべ特別市民制度について 
・ 近年の会員数の推移は 
・ ふるさと産品はどのように選定しているか 
・ 会員を増やすための取組は 

 
ふるさと納税 
 〇 ふるさと納税について 

・ 企業版ふるさと納税の概要は 
・ 近年の寄附件数等は 



・ 今後の活用は 
・ 個人のふるさと納税の現状は 
・ 人気の返礼品は 
・ ふるさと納税を増やす取組は 

 
 


